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特
集
:
精
神
現
象
学
二
〇
〇
―年

現
象
学
研
究
の
針
路

ア
メ
リ
カ
合
衆

国
に
お
け
る

へ
ー
ゲ

ル
研
究

の
動
向

徳
増
多
加
志

渋
谷
繁
明

野
尻
英

一

は
じ
め
に

近

年

、

ア
メ
リ

カ
合
衆

国

に
お

い
て

へ
ー
ゲ

ル
研
究

が
活

発

に
行
わ

れ

て

い
る
。
と

り
わ

け
目
立

つ
の
は
、

ピ

ッ
ツ
バ

ー
グ

大
学
を

中
心

に
展

開

さ

れ

て

い
る

へ
ー

ゲ

ル
研

究

で
あ

る
が
、

こ
れ

は
分
析

哲
学

と
プ

ラ
グ

マ

テ
ィ
ズ

ム

の
系

譜
と

本
質

的
な

関
連

を
も

つ
点

に
お

い
て
、

ド
イ

ツ
本

国

に
お
け

る
研
究

と
も

我

が
国

に
お
け

る

へ
ー
ゲ

ル
研

究
と
も

趣
を

異

に
す

る
。

特

に
そ

の
活
躍

が
注

目
さ

れ

て

い
る
四
人

(
ロ
バ
ー

ト

・
ブ

ラ
ン
ダ

ム
、

ロ
バ
ー

ト

・
ピ

ピ

ン
、
ジ

ョ
ン

・
マ
ク
ダ

ウ

ェ
ル
、

テ
リ

ー

・
ピ

ン

カ

ー
ド

)
に
焦

点
を

絞

っ
て
、

こ

の
学
派

の
特
長

を
紹

介

し
た

い
。

こ

の
学
派

は

「ネ

オ

・
プ

ラ
グ

マ
テ

ィ
ズ

ム
」

と
呼

ば

れ
る
系

譜

に
属

す

る
が

、

こ
の
呼

称

は
、

言
う

ま

で
も
な
く

、

二
〇

世
紀
前

半

の

「
古
典

的
プ

ラ
グ

マ
テ

ィ
ズ

ム
」

(
パ
ー

ス
、

ジ

ェ
イ

ム
ズ

、

デ

ュ
ー
イ

を
代

表

と
す

る
)

に
対

比
さ

れ
た

も

の
で
あ

る
。

二

つ
の
プ

ラ
グ

マ
テ

ィ
ズ

ム
の

あ

い
だ

(
一
九

五
〇
年

頃

か
ら

一
九

七
〇
年

頃
ま

で
)

に
は

、
主

に
イ

ギ

リ

ス
出
自

の

「分

析
哲

学
」

の
受

容
と

展
開

の
時
代

が
は

い
り
、

プ

ラ
グ

マ
テ
ィ
ズ

ム
は

「
時
代

遅

れ

の
運

動
」
と
見
な

さ

れ

て

い
た
と

言
わ

れ

る
。

し
か

し
、

一
九
七

〇
年

以
降

、

ク
ワ
イ

ン
、

グ
ッ

ド

マ
ン
、

セ

ラ
ー
ズ

た

ち

は
、
「
分

析
哲

学

の
内

部

に

お

い
て

ア

ン
グ

ロ

・
ア

メ
リ

カ

ン
哲
学

の

有

力
な

パ

ラ
ダ
イ

ム

の
な
か

で
徹
底

的

な
教

育
を
受

け

な
が

ら
も
、

そ

の

パ

ラ
ダ
イ

ム

の
基

礎
と

な

る
前

提
を

脅

か
す

結
論

に
達

し

て

い
た
」
(C

・

ウ

ェ
ス
ト

に

よ

る
評

価
)

の
で

あ
り

、

さ
ら

に

こ

の
延

長
線

上

で

デ

イ

ヴ

ィ
ッ

ド

ソ

ン
、

バ
ト

ナ

ム
ら
が
自

ら

の
思

索
を

鍛
え

上
げ

て

い
く

。

こ

う

し
た

な

か

で

『哲

学

と

自

然

の
鏡

』
を

携

え

て

リ

チ

ャ

ー
ド

・
ロ

ー

テ

ィ
ー
が
登

場
し

、
「
ヨ
ー

ロ

ッ
パ
哲

学

が
作

り
上

げ

て
き
た

『心

11
鏡
』

の

メ
タ

フ

ァ
ー
」

を
突

き
破

る
立
場

を
唱

道

す

る
。
彼

に
よ

れ
ば
、

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
哲

学

は
、

デ
カ

ル
ト
に

よ

っ
て

「
認

識
論

的

転

回
」

を
果

た

し

、

フ

レ
ー

ゲ
た

ち

に
よ

っ
て

「言

語
論

的
転

回
」

を
成

し
遂

げ
た

の
で
あ

る

が

、

こ
こ
ま

で
は

「
真

理
と
実

在

の
対
応

」

と

い
う

真
理
観

を
保

持

し

て

い
た
。

ロ
ー

テ

ィ
ー
に

よ

っ
て
蘇

っ
た
プ

ラ
グ

マ
テ
ィ
ズ

ム

は
、
謂

わ
ば

「
解

釈
学

的
転

回
」

を
遂
行

し

た

の
で
あ
り

、

「
心

11
自

然
を

映
す

鏡
」

と

見

る
前
提

を
破

壊

し
、

「科

学
主

義
的

な
」

哲

学
観

か
ら
離

脱

し

て
い
く
。

ネ

オ

・
プ

ラ
グ

マ
テ
ィ
ズ

ム
は

「
全
体

論

的
プ

ラ
グ

マ
テ
ィ
ズ

ム
」

の
立

場

に
立
ち

、
真

理
と

ド

ク
サ

の
区
別

を
解

消

し
、
相

対
主
義

へ
の
通
路

を
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拓

い
た

。
彼

の
哲
学

に
は
、

「
倫

理
的

基
盤

11
連

帯
」

と

す

る
倫

理
学

的

洞

察
か

ら
、

ブ

ル
ジ

ョ
ア
民

主
主
義

を
歴

史
上

の
「連

帯

の
最
高

の
実

例
」

(1)

と

見
な
す

よ
う

な

側
面
も

あ

る
。

こ

こ
で
紹
介

す

る
四

人
は

い
ず

れ
も
、

セ

ラ
ー
ズ

、

ロ
ー

テ

ィ
ー

の
直

接

の
影
響

下

に
あ

り
、

ア
ン
グ

ロ

・
ア
メ
リ

カ

ン
哲

学

の
伝
統

を
継

承

し

な

が

ら
自

ら

の
哲

学

を

展

開

し

よ
う

と
努

め

て

い

る
ネ

オ

・
プ

ラ

グ

マ

テ

ィ
ス
ト

で
あ

る
が
、

そ
れ

ぞ

れ

の
考
え

方

に
は
相

当
な

開
き

も
見

ら

れ

る

。
ピ
ピ

ン
と
ピ

ン
カ

ー

ド

は
元

々
ド

イ
ツ

哲

学

に
係

わ

っ
て
き

た
が

、

ブ

ラ
ン
ダ

ム
と

マ
ク
ダ

ウ

ェ
ル

は
ド
イ
ツ

哲
学

の
専

門
研

究
者

と

い
う

わ

け

で
は

な
く

、
現
在

ア

ン
グ

ロ

・
ア
メ
リ
カ

ン
哲
学

の
最

前
線

に
立

つ
主

導

者

で
あ

り

、

こ

の
伝
統

の
な

か
で
思
索

し
な

が
ら

、

カ

ン
ト

と

へ
ー

ゲ

(2)

ル

の
哲
学

の
な
か

で
見
逃

さ

れ

て
き
た
も

の
を

「再

発
見

し
た

」
と

い
う

よ
う

に
、
ド

イ

ツ
観
念
論

へ
の
自

ら

の
係

わ
り

を
位

置
づ

け

て

い
る
。
彼

ら

の

へ
ー

ゲ

ル
研
究

は

ド

イ
ツ

で
も

大

き
な

影
響

を

及

ぼ
し

て

い
る
が

、

そ

れ
は

、
昨
年

(二
〇

〇
六
年

)

に
法
政

大
学

で
開

催

さ
れ

た

「
日
独

シ

ン
ポ
ジ

ウ

ム
」

で
ド
イ
ツ

人
報

告

者

(特

に

ク
ヴ

ァ
ン
テ
と

コ
ッ
ホ
)

が

本

質
的

な

論
点

に
関

連

し

て
彼

ら

に
言

及

し

て

い
た

こ
と

か

ら
も

窺

え

(3)

る

。
日
本

で
は
、

ア
ン
グ

ロ

・
ア
メ
リ

カ

ン
哲

学
研

究
は

ド
イ
ツ

哲

学
研

究

と
交

わ
る

こ
と

が
ほ
と

ん

ど
な

い
よ
う

に
見

え

る
が
、

彼
ら

の
仕
事

を

介

し

て
両
者

間

の
交

流

が
実

現
す

る

こ
と

が
望

ま
れ

る
。

以
下

の
紹
介

で
は
、

「
は
じ

め

に
」

の
部

分
と

ブ

ラ

ン
ダ
ム

は
徳
増

が
、

ピ

ピ

ン
と

マ
ク
ダ

ウ

ェ
ル
は
渋

谷

が
、
ピ

ン
カ
ー
ド

は
野

尻
が
担

当

し
た

こ
と

を
注

記

し
て

お
く
。

一

ロ

バ

ー

ト

・
ブ

ラ

ン

ダ

ム

―
プ

ラ
グ

マ
テ
ィ
ズ

ム
的
観

点

か
ら

の

へ
ー
ゲ

ル
解
釈

ブ

ラ

ン
ダ

ム
は

二
〇
〇

二
年

に
公

刊

さ
れ
た
“
T
a
l
e
s
 
o
f
 
t
h
e
 
M
I
g
h
t
y
 
D
e
a
d
”

(4)

の
第

七
章

に
お

い
て
、

「
へ
ー
ゲ

ル

の
プ

ラ
グ

マ

テ
ィ

ズ

ム

に
お

け

る
観
念

論

的
主

題

」
を

扱

い
、

「概

念

の
構

造
と

統

一
性

が

自

己

の
構

造
と
統

一
性

と

同

一
で
あ

る

こ
と
」

を

、
主

に

『精
神

現

象
学
』

の

「
承

認
」

を
具
体

的

な
社

会
的

実
践

の
文

脈

の
な

か
で
読

み
解

く

こ
と
を

通
じ

て
、

説
明

し

て

い
る

。

こ

の
部

分

に

つ

い
て
は
す

で
に
竹

島
尚

仁
氏

に
よ

 
ら

 

る
翻
訳
紹
介
が
あ
る
の
で
ぜ
ひ
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
こ
こ
で
は
大

き
な
文
脈
で
ブ
ラ
ン
ダ
ム
の
理
論
が
へ
ー
ゲ
ル
哲
学
に
係
わ
る
論
点
を
紹

介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

左

記

の
本

の
全

体

的
な

主
題

は
、
哲

学
史

上

の
「
推
論

主
義
i
n
f
e
r
e
n
t
i
a
l
-

ism

」
、

「意

味
論

的
全

体

論

(ホ

ー

リ
ズ

ム
)
」
、

「機

能
主

義

」
、

「
プ

ラ
グ

マ
テ
ィ
ズ

ム
」
、

「
合

理
主

義
」

を
読

み
取

っ
て

い
く

こ
と

に
あ

り
、

こ

の

観
点

か
ら

ブ

ラ
ン

ダ

ム
は

、

ス
ピ

ノ
ザ

、

ラ
イ
プ

ニ

ッ

ツ
、

へ
ー

ゲ

ル
、

フ
レ
ー
ゲ
、

ハ
イ

デ

ッ
ガ

ー
、

セ

ラ
ー
ズ

と

い

っ
た
哲

学

者
を
検

討

し

て

い
く

。

ス
ピ

ノ
ザ

は

「
認

識
論

的
全

体
論

者
」

と
し

て
、

ラ
イ

プ

ニ
ッ
ツ

は

「未

熟
な

推
論

主
義

者

」
と

し

て
、

フ
レ

ー
ゲ
は

「
推

論
主
義

者
」

と

し

て
、

ハ
イ

デ

ッ
ガ

ー
は

「プ

ラ

グ

マ
テ

ィ
ス
ト
」
と

し

て
、

セ

ラ
ー
ズ

は
、

「所

与
性

の
神

話

」
を
破

壊

し
た

こ
と

に
よ

っ
て

「
推

論
主

義
者

」
と

し

て
位
置

づ

け
ら

れ

る
。

そ
し

て
、

こ

の
文
脈

の
な

か
で

へ
ー

ゲ

ル
は
左

記
に
記

し
た

よ
う

に
扱

わ

れ

る
の

で
あ

る
。
そ

の
際
、
ヘ
ー
ゲ

ル
は
先
ず

、
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推

論
主

義
者

で
あ
り

且

つ
全

体
論

者

と

し

て
位

置
づ

け
ら

れ
、
「
概

念

的

内

容
は
相

反
す

る
も

の
の
相
関

に
よ

っ
て

の
み
同
定

さ
れ

る
」

こ
と
を

洞

察

し
た
も

の
と

さ

れ
る
。
こ

こ
ま

で
は
特

に
目
新

し
く

は
な

い
。
し
か

し
、

こ
れ

に
留

ま
ら

ず
、

ブ

ラ

ン
ダ

ム

の
読

み

で
は

、

へ
ー
ゲ

ル
は
プ

ラ
グ

マ

テ
ィ

ス
ト
な

の

で
あ

る
。

そ
れ

は
、

へ
ー

ゲ

ル
が

「概

念

の
規
範

性
」

を

明

確

に
取

り
上

げ
、

こ
れ

を

「実

践

、

つ
ま
り

、
判
断

を
く

だ
し
行

為

を

遂

行
す

る
に
際

し

て
概
念

を
適

用
す

る

こ
と

に
よ

っ
て
概
念

を
使

用
し

て

い
く
過
程

」
と

し

て
理
解

し
た

か
ら

だ
、

と

い
う

の
で
あ

る
。

こ

の
本

に
は

、
或

る
書

評
者

が
言
う

よ
う

に
‘
m
i
s
c
e
l
l
a
n
e
o
u
s
’

だ

と

 
 

 

い

っ
た
性
格

が

あ

る
た

め
、

『精

神

現

象

学
』

の

「承

認

」

に
即

し

た

説

明

と
し

て
は
極

め

て
興
味

深
く
意

義

深

い
も

の
で
あ

る
が
、

ブ

ラ

ン
ダ

ム

の

へ
ー

ゲ

ル
解

釈
を

根
底

で
支
え

て

い
る

理
論

的
前
提

が
些

か
見

づ
ら

い

(
ブ

ラ
ン
ダ

ム

の
主
著

は

、

一
九

九

四
年

に
出
版

さ
れ

た
“
M
a
k
i
n
g
 
I
t
 
E
x

plicit”(7)

で
あ

る
が
、

こ
れ

は
七

〇
〇
頁

を

越
え

る
大
著

で
あ

り
、

到
底

要

約

し

て
紹
介

で
き

る
も

の
で
は

な

い
)
。

ブ

ラ

ン
ダ

ム
は
、

二

〇
〇

〇
年

 
 
 

に
出
版
さ
れ
た
“
A
r
t
i
c
c
u
l
a

亀
t
i
n
g
 
R
e
a
s
o
n
s
”

の
序
論
に
お
い
て
自
分
の
理
論

の
要
点
を
記
し
、
歴
史
的
文
脈
に
関
連
さ
せ
て
へ
ー
ゲ
ル
哲
学
の
理
論
的

重
要
性
を
強
調
す
る
。

こ
の
本
の
主
題
は

「分
節
化
す
る
理
性
」
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
ヘ
ー

ゲ
ル
的
な
意
味
で

「概
念
的
な
も
の
の
本
性
」
が
考
察
対
象
に
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
こ
と
が
意
味
す
る
の
は
、
意
識

(心
)
を
説
明
す
る
に
際
し
て

感
覚
よ
り
も

「知
性
」
に
重
き
を
置
き
、
意
味
論
的
に
は

「概
念
的
内
容
」

に
重
き
を
置
き
、
語
用
論
的
に
は

「推
論
的
実
践
」
を
前
面
に
出
す
、
と

い
う

こ
と

で
あ
り

、
そ

の
考

察

を
支

え

る
観

点

は

「
〔概

念

が
〕
推

理

に

 
 

 

お

い
て
明
確

な
役
割

を
演

ず

る
」
と

い
う

こ
と

で
あ

る

。
こ

の
基

本

理
念

に
基

づ

い
て
、
ブ

ラ

ン
ダ

ム
は

二
者

択

一
的

な

哲
学

的

問
題

を
提

示

し
、

自

分

の
理
論

的
立
場

を
明

ら

か
に
す

る
。

ヘ
ー
ゲ

ル
に
特

に
関
連

す

る
問

題

を
見

て

い
こ
う

。

初
め
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
は
、
「概
念
的
に
構
造
化
さ
れ
た
活
動
」を

「非
概
念
的
な
活
動
」
と
同
化
さ
せ
、
後
者
か
ら
前
者
を
説
明
す
る
方
法

を
採
る
か
、
そ
れ
と
も
そ
こ
に
あ
る
相
異

・
不
連
続
性
を
強
調
す
る
か
、

と
い
う
問
題
で
あ
る
。
ブ
ラ
ン
ダ
ム
は
二
つ
の
活
動
の
あ
い
だ
の
相
異
面

に
注
目
す
る
。
即
ち
、
概
念
的
な
も
の
に
特
有
な
も
の
に
関
心
を
示
す
。

こ
れ
は
、
ブ
ラ
ン
ダ
ム
が

「人
間
で
あ
る
こ
と
」
の
解
明
に
向
か
い
、
人

間
を

「文
化
的
な
動
物
」
と
捉
え
、
意
識
と
自
己
意
識
を
正
し
く
評
価
し

 ね
 

よ
う

、

と

い
う

目
論

見
を

抱

い
て

い
る

こ
と

に
繋

が
る

。

こ

こ
か

ら
次

に
、
概
念

的
な

も

の
を
説

明
す

る

に
際

し
て
、

プ

ラ
ト

ニ

ズ

ム
を

採

る
か
プ

ラ
グ

マ
テ
ィ
ズ

ム
を
採

る

か
、
と

い
う

問
題

が
起

こ
る
。

大

雑
把

に
言
え

ば

、
前
者

は

「
概
念

の
内

容
」
を
予

め
理
解

し

て
お

い

て
、

こ
れ
を
介

し
て

「概

念

の
使
用

」

の
説
明

に
向

か
う

が

、
後

者

は

「概

念

を

使
用

す

る
と

い
う

活
動

」

に
関
す

る
考

察

か
ら
始

め

て
、

こ
れ

に
基

づ

い
て

「
概
念
的

内
容

」

の
理
解

を
仕

上
げ

て

い
く
。

当
然

、
ブ

ラ

ン
ダ

ム

は

後
者

を

採

る
。

「言

語

表
現

の
使

用
」

と

「志

向

的

言
明

の
機

能

的

役

割
」

が
如

何

に
し

て

「
概

念
的
内

容
」

を
与

え

る
か

、
を
説

明
す

る

こ
と

が

課
題

と

な

る
。
即

ち
、

「
表

現

さ
れ

て

い
る

こ

と

(確
言

内

容
、

主

張

内

容
、

判
断

の
内

容

、
信

じ

ら
れ

て

い
る
内

容
)
」

を

「
表

現
す

る

活

動

へ 一ゲル哲 学研 究 第13号2007
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(確

言

す

る
行
為

、
主

張

す

る
行

為

、
判
断

す

る
行

為

、
信

ず

る

こ
と

)
」

に
よ

っ
て
説

明
し

よ
う
と

い
う

の
で
あ

る
。

次

の
問

題
は

、
志

向
性

(意

図

を

も

つ
こ
と
i
n
t
e
n
t
i
o
n
a
l
i
t
y

)

が
求

め

ら

れ

る
場

所

は
心

な

の
か
言
語

な

の
か

、
と

い
う

問

題

で
あ

る
。
ブ

ラ

ン

ダ
ム

に
よ

る
と
、

デ
カ

ル
ト

か
ら

カ

ン
ト
ま

で
は

こ
れ
を

心

に
求

め
て

い

た

が
、

「
言

語
論

的
転

回

」
以

降

は
言

語

に
求

め

て

い
る

の
で
あ

り

、
彼

も

こ

の
線

に
乗

る
。
問

題

に
な

る

の
は
、
志
向

性

を
表

す

文

(信

念

文
)

と
事

実

を
表
す

文

(主
張

文
)

と

の
関
係

で
あ

る
。

ブ

ラ

ン
ダ

ム
は

「
関

係
言

語
論

的
方

法
r
e
l
a
t
i
o
n
a
l
 
l
i
n
g
u
i
s
t
i
o
n
 
a
p
p
r
o
a
c
h
」

三

を

唱
え

、
両
者

を

「
一

枚

の

コ
イ

ン
の
裏
表
」

と

考
え

る

。
「
行
為

」

の
観
点

か
ら
見

ら

れ
る

と
き

、
信

ず

る
と

い
う
行

為
も

主
張

す

る
と

い
う

行

為
も

互

い
に
切
り

離

し

て
理
解

す

る

こ
と

は
出

来
な

い
。

こ
れ
は

ブ

ラ
ン
ダ

ム
が

「言

語
論

的

プ

ラ
グ

マ
テ
ィ
ズ

ム
」
を

採

っ
て

い
る

こ
と
を

意
味

す
る

。

概

念

的

な

活

動

を

「代

理
表

象
r
e
p
r
e
s
e
n
t
a
t
i
o
n

」

と

見

な

す

か

、
「
表

現
e
x
p
r
e
s
s
i
o
n

」
と

見

な
す

か

。

こ
れ

は
ブ

ラ

ン
ダ

ム

に
と

っ
て
も

大

き

な
問

題

で
あ

る
。

ブ

ラ
ン
ダ

ム
は

、
啓
蒙

主
義

的
な

立
場

に
立

つ

「表

象

主
義

」

に
対
置

さ

れ
る

パ

ラ
ダ
イ

ム
と

し

て

「
表
現

主
義
e
x
p
r
e
s
s
i
v
i
s
m

」

を
立

て
る
。

か

つ
て

の
ロ

マ
ン
主
義

的
表

現
主
義

は

「
心
」

を

、
表
象

主

義

が

「自

然

を

映
す

鏡
」

に
喩

え

た

の
に
対

し

て
、

「
ラ

ン
プ
」

に
喩

え

た

が
、

こ

れ
は

人
間

の
認

知

活
動

を

受

動
的

な

反
映

で

は
な

く
、

「
能

動

的
な

開
示

」
と

見
な

す

こ
と
を

意
味

す

る
。
し

か
し

、

ロ

マ
ン
主

義
的

な

表

現
主

義

は
、

「内

的

な
感

情

を
外

的

身

振
り

と

し

て
表
す

」
と

い
う

よ

う

に
表
現

を
捉

え

て

い
る
点

で
、
ブ

ラ
ン
ダ

ム
の

い
う

表
現

主
義

と

一
致

し
な

い
。

ブ

ラ

ン
ダ

ム
は
表

現

活
動

を

「隠

伏

的

な
i
m
p
l
i
c
i
t

も

の
を
明

示
的
e
x
p
l
i
c
i
t

に
す

る
」

と

い
う

よ
う

に
解

し
、

こ
れ
を

「
『す

る

こ
と

し

か

で
き
な

い
も

の
』
を

『言

い
表

す

こ
と

の
で
き

る
も

の
』

へ
と

転
換
す

る
」

と

い
う

よ
う

に

プ

ラ
グ

マ
テ
ィ
ズ

ム

の
文
脈

で
捉

え
直

す

。

「
明

示

化

の
過
程
」

は

「
概
念

を
適

用
す

る
過

程
」

で
あ
る

こ
と

に
な

る
。

こ
う

し

て
、
概
念

の
使

用
と

概
念

の
内

容

の
係
わ

り
方

の
問

題
と

し

て
表

現
主

義

が
理
解

さ
れ

る
。

こ
こ

で

へ
ー
ゲ

ル
が

「
表
象

」
を

「
概
念

把
握

」

と

峻

別

し

て

い
た

こ
と

が
想
起

さ

れ
る

べ
き

で
あ

ろ
う
。

概

念
的

な
も

の
を

非
概

念
的

な

も

の
か
ら

区

別
す

る

に
際

し

て
、

「内

包

主

義
」
と

「推

論
主
義

」

の

い
ず
れ

に

よ

っ
て
説
明

す

る
か
、

が

こ

の

問
題

と
関
連

し

て
取
り

上
げ

ら

れ
る
。

こ
れ

は

、
概
念

の
内
容

を
初

め

に

立

て
る
プ

ラ
ト

ニ
ズ

ム
と
推

論
的

遂
行

か
ら

出
発

す

る
プ

ラ
グ

マ
テ

ィ
ズ

ム

と

の
対

立

に
係

わ

る
。
ブ

ラ

ン
ダ

ム

は
、

「
論

証
的
d
s
i
s
c
u
r
s
i
v
e

実

践

を
概

念
を
使

用

し
な

い
動
物

の
な

す

こ
と
か

ら
区

別
す

る
も

の
は

、
推
論

的
分

節
化

で
あ

る
」
と

い
う

考
え

に
基

づ

い
て
、
概
念

の
問

題
を

「
推
論

に

お
け

る
そ

の
役

割
」

の
問
題

だ

と
考

え

る

。
そ

れ
は

、
「
合

理

主
義

的

プ

ラ
グ

マ
テ

ィ
ズ

ム
」

と

「
合
理

主
義

的
表

現
主

義
」

と
し

て
具
体

化
す

る
。
前

者

は
、

「
理
由

を

与
え

た

り

理
由

を

求

め
た

り
す

る
実

践

に
重

き

を

置

き
、

こ
れ

が
行

為

・
表

現

・
〔志
向

的

〕

状
態

の
概

念

内

容

を
与

え

る
と

洞
察

す

る
」

こ
と

か

ら
、
後

者

は

、
「
何

か

を
表

現

し
た

り

明

示
化

す

る

こ
と
を

、
推

論

の
形

式

に
お

け
る
前

提

や
帰

結
と

し

て
は
た
ら

き
得

る
よ
う

な
形

式

へ
と
転
換

さ

れ

る
こ
と

と
解

す

る
」

こ
と

か
ら

、
導

か

れ

る

(こ

の
こ
と

は
、

フ
レ
ー

ゲ

の

「
意

味
論

の
原
理
」
を
プ

ラ
グ

マ
テ
ィ

ッ
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ク
に
解
釈

す

る
こ
と

に
繋

が
り
、

ブ

ラ
ン

ダ
ム

の
理
論

に
と

っ
て
重

要

な

論
点

で
あ

る
が
、
こ
こ

で
は
省
略

す

る
)
。
ブ

ラ

ン
ダ
ム
に

よ
れ

ば
、

へ
ー

ゲ

ル
哲

学
は

こ
れ

ら

の
考

え
方
を

支
持
す

る
も

の
な

の
で
あ

る
。

「
意
味

論

的
な

全

体
論

」

に
係

わ

る
問

題

は
、

伝
統

的

な
論

理

学

へ
の

批
判

と

い
う

か
た
ち

を
採

る
。
伝

統
的

な
考
え

方

で
は

、
概
念

を
意

味

の

最
小

単
位

と

し

て
立

て
、
こ
れ

の
結
合
と

し

て
判

断
を
説

明
し

、
最

後

に

判
断

と

判
断

の
関
係

と

し

て
推
理

の
妥
当

性

を
検

討
す

る
、
と

い
う

ボ

ト

ム

・
ア

ッ
プ
的

な
説

明
順

序
を
採

る
。
プ

ラ
グ

マ
テ
ィ
ズ

ム
的

意
味

論

は

こ

の
説

明
順
序

を
逆

転
す

る
。
個

々
の
概

念

は
孤

立
さ

せ
た

の

で
は
意
味

を

な

さ
ず

、
「
パ

ッ
ケ
ー

ジ
」

の
か
た

ち

で
現

れ

る
。

そ

れ
は

差

し
当

た

り
判

断

に
お

い
て
現

れ

る
。
概
念

で
は
な

く
判

断

を
優
先

す

る
だ
け

な
ら

ば
、

カ

ン
ト
、

フ

レ
ー
ゲ

、
ヴ

ィ
ト

ゲ

ン
シ

ュ
タ
イ

ン

に
も

見

ら

れ

る

。

し

か
し
、

ブ

ラ

ン
ダ

ム
が

プ
ラ
グ

マ
テ
ィ
ズ

ム
的

推
論
主
義

を

全
体

論
的

に
捉

え

る

と
き

、

こ
れ

に
留
ま

ら

な

い
。

「隠

伏

的
な

も

の
が

明

示
化

さ

れ

る
過
程

」
を

「
概

念
的
形
式

(推

論
形

式
)

へ
の
転
換
」

と

解
す

る

こ

と

に
よ

っ
て
、
個

々
の
概
念

は

「推

論
形

式
と

い
う

全
体

の
な

か

で
前
提

や
帰

結
と

し

て
は
た

ら
く
」
と

い
う

文
脈

に

お

い
て
そ

の
内

容

が
与
え

ら

れ

る
と
さ

れ
る

の

で
あ
る

。

こ
こ

か
ら
さ

ら

に
重

要

な
論

点

が
出

て
く

る
。

「推

論
形

式
」
は
、

個

々

の
人

間
が
恣

意
的

に
作

っ
て

い
い
も

の
で
は
な

い
。
詳

細
な

説

明
を
抜

き

に
し

て
言
え

ば
、

そ

れ
は

「規
範

的

な
も

の
」

な

の
で
あ

る
。

人
が
概

念

を

出

来
合

い
の
も

の
と

し

て
使
う

と

き
、
そ

の
規

範
性

は
隠

伏
的

で
あ

る
。

こ

の
規
範

性

を

カ

ン
ト

は

「超

越

論

的
な

領

域
」

に
求

め

て
し

ま

っ
た
。

ブ

ラ

ン
ダ

ム
に
よ
れ

ば
、

こ
れ
を

現
実

に
引

き
戻

し

、
「
社

会
的

状
態
s
o
-

cial status

」
と

し

て
捉
え
直

し

た

の
は

へ
ー
ゲ

ル

で
あ

る

。

こ
の
文
脈

か

ら
、

セ

ラ
ー
ズ

が

「
所
与
性

の
神

話
」

を
破

壊
す

る

こ
と

に
よ

っ
て

「
思

考
と

行
為

へ
の
接
近

法
を

ヒ

ュ
ー

ム
的
段
階

か
ら

カ

ン
ト

的
段

階

へ
と

推

移
さ

せ

、
ブ

ラ

ン
ダ

ム

が
こ

れ
を

へ
ー
ゲ

ル
的
段

階

へ
と

推

移
さ

せ

た
」

(
1
1
)

と

い
う

、

ロ
ー

テ
ィ
ー

の
位

置

づ
け

は
理
解

で
き

る
。

ブ

ラ

ン
ダ

ム

の
最

大

の
関

心
事

は
、
自

然

と

区

別

さ

れ

た
限

り

で

の

「
文
化

的

な

も

の
の
領
域
」

に
あ
り

、

そ
れ

は

「
判
断

と

行
為

に
お

け

る

概
念

の
適

用
」

と

い
う

事
柄

か
ら

理
解

さ
れ

る
も

の
で
あ

る
。

ブ

ラ
ン
ダ

ム

に
よ

れ
ば

、

こ
れ

こ

そ

は

へ
ー

ゲ

ル
が

「精

神
G
e
i
s
t
」
と

呼

ん

だ
も

の
に
他

な

ら
な

い
。

そ
し

て
、
文

化
的

な
も

の
を

明
示

化
す

る

「
規
範
的

語
彙
」

は
自

然

科
学

の
語
彙

と
は

全
く

異
質

の
も

の
で
あ

る
。

こ

の
考
え

方

は

、

へ
ー
ゲ

ル
の

「
概
念

的
規

範

に
関
す

る
プ

ラ
グ

マ
テ
ィ
ズ

ム
」

に

繋

が

る
。

推
論

的
活
動

の
正

し
さ

を
決

め

る

「
規

範
性

」

は

「社
会

的
状

態

」

か
ら

理
解

さ
れ

な
く

て
は
な

ら
な

い
。

そ
し

て
、
隠

伏

的
な

も

の
を

明

示
化

す

る
推

論
形
式

化

の
活
動

を
背
後

で
支

え

て

い
る
も

の
は

「
隠
伏

的

で
規
範

的

な

社
会

的
実

践

」
な

の
で
あ

る
。

こ

の
意

味

で

「客

観

性

」

は

「間

主
観

的

な
も

の
」

に
よ

っ
て
説

明
さ

れ
る

が
、

そ
れ

は
推
論

形
成

の
正

し
さ

に
係

わ
る
限

り

で
、
合

理
的

で
な

く

て
は
な

ら
な

い
。

こ

の
点

で
、
ヘ
ー

ゲ

ル
の
プ

ラ
グ

マ
テ

ィ
ズ

ム
は
、
古

典
的

プ

ラ
グ

マ
テ
ィ
ズ

ム
、

初
期

ハ
イ

デ

ッ
ガ
ー
、
後

期

ヴ

ィ
ト
ゲ

ン
シ

ュ
タ

イ

ン
の
も

の
と

は
異
な

(
1
2
)

る
、
と

ブ

ラ

ン
ダ
ム
は
言

う

。

最

後

に
、

『精
神

現
象

学
』

と

い
う

よ

り
は

、

『論

理
学
』

に
係
わ

る
問

ヘ ーゲル哲学研究 第13号2007
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題
に
触
れ
て
お
く
。
分
節
化
す
る
理
性
、
推
論
主
義
を
さ
ら
に
展
開
し
て

い
く
と
、
「論
理

(学
)
と
自
己
意
識
の
結
び
つ
き
」
の
問
題
に
突
き
当

た
る
、
と
ブ
ラ
ン
ダ
ム
は
考
え
て
い
る
。
隠
伏
的
な
規
範
を
明
示
化
す
る

こ
と
は
、
概
念
的
な
も
の
の
本
性
を
明
る
み
に
出
す
と
同
時
に
、
自
己
言

及
す
る
意
識
と
し
て
の
自
己
意
識
の
構
造
を
露
わ
に
す
る
は
ず
だ
か
ら
で

あ
る
。

全
体

と
し

て
み
た

と
き
、

ブ

ラ

ン
ダ

ム

の

へ
ー

ゲ

ル
理

解

は
、

ア
ン
グ

ロ

・
ア

メ
リ
カ

ン
哲
学

の
文
脈

で
問
題
と

さ

れ
た
事

柄

に
係

わ
る

範
囲

に

し

か
及

ん

で

い
な

い
よ
う

に
思
わ

れ

る
。
ブ

ラ

ン
ダ

ム
は
、

へ
ー

ゲ

ル
が

目
論

ん

で
い
た
と

思

わ
れ

る
グ

ラ
ン
ド

・
セ

オ
リ

ー
的
な

問
題

に
は
触

れ

て

い
な

い
よ
う

な

の
で
あ

る
。

こ
と

に
よ
る
と

、

現
代
世

界

に
お

い
て
哲

学

が
係

わ
り
得

る
問

題
は
極

め

て
狭

い
範

囲

に
限
局

さ
れ

る

こ
と

に
、
彼

は

自
覚

的

な

の
か

も

し

れ
な

い
。
ま

た

個

々

の
論
点

に
限

っ
て
言

え
ば

、

へ
ー
ゲ

ル
哲

学

の
な

か
に
合

理
主
義

、
全

体
論

を
見

る

こ
と

に
は

同
意
す

る
と
し

て
も

、
推

論
主
義

、
機

能
主

義
、

プ

ラ
グ

マ
テ
ィ
ズ

ム
を

見
出
す

こ
と

に
は
疑
念

を

挿

む
人
も
多

い
だ

ろ
う

。

ブ

ラ
ン
ダ

ム
も

そ

の
懼
れ
を

(
1
3
)
お
 

十

分
承
知

し

て

い
る

。
し

か
し
、

へ
ー

ゲ

ル
哲

学
を

現
代

に

お

い

て
研
究

す

る

こ
と

の
意

義

に

つ
い
て
反

省
す

る
と

き
、

問
題

の
選

び
方

に
お

い
て

も

、
そ

の
理
論

的

な
解

決

に
お

い
て
も
、

ブ

ラ

ン
ダ
ム

の
思
索

に

は
傾
聴

す

べ
き
豊

か
な

も

の
が
あ

る
よ
う

に
思
わ

れ

る
。
ブ

ラ
ン
ダ

ム
は

、
近

い

将
来

、

へ
ー

ゲ

ル
に
関

す

る
研

究
書

を
出

す
予
定

だ

そ
う

で
あ

る

。
彼

の

強
靱

な
思

索

に
基

づ
く
仕

事

に
は
ま

だ
注

目
す

る
必

要
が
あ

り

そ
う

で
あ

る
。

二

ロ
バ

ー
ト

・
ピ
ピ

ン
と
ジ

ョ

ン

・
マ
ク
ダ

ウ

エ
ル

概
念
と
直
観
を
め
ぐ
っ
て

へ
ー

ゲ
ル

『精

神

現
象

学
』

刊
行

二
〇
〇
年

と

い
う
記

念

の
年

を

迎
え

る

に
あ
た

り
、

へ
ー

ゲ

ル
研
究

は
こ

こ
数

年

た

い

へ
ん
な

活
況

を
呈

し

て

い
る
。
こ

の
よ
う

な
活

況

の
な
か

で
最
近

と
く

に
注

目
さ

れ

て

い
る

の
が

、

英
米
系

の
哲

学
者

に

よ

る

ヘ
ー
ゲ

ル
哲

学
受

容

の
新

し

い
動

向

で
あ

る
。

も
ち

ろ

ん
英

米
系

の
哲

学

者

と

一
口

に
言

っ
て
も

、
さ

ま
ざ

ま

で
あ

る
。

へ
ー
ゲ

ル
研
究
者

に
限

っ
て
み

て
も

、

ド
イ
ツ

人
研

究
者

を
凌

駕
す

る

ほ

ど

の
綿

密

な
文
献

研
究

に
基

づ

い
て
、
成

果
を

発
表

す

る
人
も

少
な

く
な

い
。

し
か

し

こ
こ

で
紹

介

さ

れ

る
ピ

ピ

ン
は
、

古
典

的
な

へ
ー
ゲ

ル
研
究

に
目

配
り

し
な

が
ら
も

、
現

代
哲
学

、
と

り
わ

け
英

米
系

の
「
分
析
哲

学
」

と

の
対

話

を

つ
ね

に
念

頭

に
置
き

な
が

ら
、
新

し

い
型

の

へ
ー
ゲ

ル
解
釈

を
提
案

し
続

け

て

い
る

。

シ
カ
ゴ
大

学

の
教
授

を
務

め

る
ピ

ピ

ン
は
、

米
国

に
お

い
て

の
み
な
ら

ず
、

ド
イ

ツ
に
お

い
て

も
、
多

く

の
読
者

を
獲

得

し

て
い
る
。

そ

の
ピ
ピ

ン
が
始

め

て

ま

と

ま

っ
た

形

で

へ
ー

ゲ

ル
研

究

を

世

に
問

う

た

の

が

(
1
4
)

『
へ
ー
ゲ

ル

の
観

念
論

』
で
あ

る
。

こ

の
著

作

の
な
か

で
ピ
ピ

ン
は
、

一
.

カ

ン
ト
と

フ
ィ
ヒ

テ
お

よ
び

イ

エ
ナ
期

へ
ー

ゲ

ル
、

二

.

『精
神

現
象

学
』

(た

だ

し

お

も

に

「
序

文
」

か
ら

「自

己

意

識
」

の
個

所

ま

で
)
、

三

.

『
大
論

理

学
』

を
概

観

す

る

こ
と

に
よ

っ
て
、

へ
ー
ゲ

ル
哲

学

の
全

体

像

を

描

こ
う

と

す

る
。
そ

の
さ

い
に
依

拠
す

る
立
場

を
ピ

ピ

ン
は

こ
う
説

明

す

る

。
「
私

は

へ
ー
ゲ

ル

の
思
弁

哲
学

を

『観

念
論
』

と

し

て
理

解

し

よ
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(
15

)

う

と
思

う
」
。

た
だ

し

こ
こ

で
言
わ

れ

て
い

る
観

念
論

と
は

、

カ

ン
ト

の
批
判

哲
学

に

お
け

る
問
題

意
識

を
批

判

的
に
継

承
し
た

、
観

念
論

の
こ
と

で
あ

る
。

た

と

え
ば

『純

粋
理

性
批

判
』

に

お
け

る

「
直
観
」

と

「
概
念

」
と

の
関

係

な

ど

は
、

カ

ン
ト

が

み
ず

か
ら

問

題
提
起

し
、

カ

ン
ト

の
理
論
哲

学

の
な

か

で
重

要
な

位
置

を
占

め

て
い

る
。

に
も

か

か
わ
ら
ず

、

カ

ン
ト
は

こ

の

よ
う

な

テ
ー

マ
を

十
分

に
追
究

し
切

れ

て

い
な

い
と

へ
ー

ゲ

ル
は

(
フ

ィ

ヒ

テ
や

シ

ェ
リ

ン
グ

と

と
も

に
)
見

な

し
、

『精

神

現
象

学
』

や

『大

論

理

学
』

の
な

か

で
、
カ

ン
ト
に
お

い
て
は
未

展

開

の
ま

ま

に
と
ど

ま

っ
て

い

る
問

題

に
取

り

組

ん

で

い

っ
た

。
要

す

る

に

「
カ

ン
ト

後

の
観

念

論

(16)

(
P
o
s
t
-
K
a
n
t
i
a
n
 
i
d
e
a
l
i
s
m

)
」
と

し

て

へ
ー

ゲ

ル

の
観
念

論
を

解
釈

す

る
こ

と

に
ピ
ピ

ン

の
主
張

の
最

大

の
特
色

が
存

す
る

。

一
見

し
た

と

こ
ろ
理
解

し
が

た

い
よ
う

に
思

わ
れ

る

ヘ
ー
ゲ

ル

の
議

論

も

、

カ

ン
ト

が
問

題
と
す

る
テ

ー

マ
に
引

き
寄

せ

て
捉

え
直

す
と

、

へ
ー

ゲ

ル
の
深
意

が
見
え

て
く

る
と

い
う

の
で
あ
る

。
だ

が
こ

の
よ
う

な
解

釈

は

取
り

立

て
て
目
新

し

い
も

の

で
は
な

い
。
カ

ン
ト
と

へ
ー
ゲ

ル

の
関

係

に

つ
い
て
は

、
文

献
学

的

に
も

、
思
想
史

上
か

ら
も

、
デ

ュ
ー
ズ

ィ

ン
グ
、

ヘ
ン
リ

ッ
ヒ
や
ホ

ル

ス
ト

マ
ン
と

い

っ
た

へ
ー

ゲ

ル
研

究

の
大
家

た
ち

に

よ

っ
て
す

で

に
十
分

詳
細

に
論

究
さ

れ

て

い
る

か
ら

で
あ

る
。

そ
れ

ゆ
え
ピ
ピ

ン

の
著

作
が

広
範

な
読
者

層

に
よ

っ
て
受
容

さ

れ

て

い

る
理

由

は
た
と
え

ば

、

へ
ー
ゲ

ル
の
テ
キ

ス
ト
を

こ
れ

ま

で
試

み
ら
れ

た

こ
と

の
な

い
よ
う

な
仕

方

で
、

ま

っ
た
く
新

し

い
観

点

か
ら

、
捉
え

直

さ

れ

て

い
る
、
と

い
う

こ
と

に
は
存

し

て

い
な

い
よ
う

に
思
わ

れ

る
。
そ
う

で
は
な
く
む
し
ろ
私
た
ち
は
二

一
世
紀
初
頭

に
お
け
る
代
表
的
な
分
析
哲

(
1
7
)
学
者
マ
ク
ダ
ウ
エ
ル
が
主
著

『心
と
世
界
』

の
な
か
で
ピ
ピ
ン
の
研
究
を

参
考
に
し
て
い
る
こ
と
、
し
た
が
っ
て
あ
る
種
の
仕
方
で
ピ
ピ
ン
の
へ
ー

ゲ
ル
解
釈
が
マ
ク
ダ
ウ
エ
ル
の
思
想
形
成
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
見
過

ご
せ
な
い
で
あ
ろ
う
。

と

こ

ろ
で

マ
ク
ダ

ウ

エ
ル
は

『
心
と

世
界

』

の
な
か

で

『純

粋

理
性
批

判
』

に
お
け

る
直
観

と

概
念

の
関
係

か

ら
問

題
を

説
き
起

こ
す

。

一
般
的

に
直
観

は
感

性
を

通
じ

て
、
受

動
的

な

役
割

を
果

た
す

に
す
ぎ

ず
、

そ
れ

ゆ
え
も

っ
ぱ

ら
受
容

性
を

持

つ
に
す

ぎ

な

い
と
考
え

ら

れ

て

い
る
。

し
か

し
私

た
ち
は

直
観

マ
ク
ダ

ウ

エ
ル
は
直

観
を

「
経

験
的

了
解

(
e
x
p
e
-

r
i
e
n
t
i
a
l
 
i
n
t
a
k
e

)
」

と
善
口
い
換
え

て

い
る

を
概
念

の
外

か
ら

与
え

ら
れ

た
も

の
を
了

解
す

る

こ
と

と

し

て
だ

け

で

は
な
く

、
す

で
に
そ

れ
自
身

で

概
念

的
内

容

を
持

つ
事

態

と

し

て
理

解

し

な
け

れ
ば

な

ら

な

い

の
で
あ

る
。

し
た
が

っ
て

「
経
験

の
な
か

で
人

は
、

物
ご

と
が

こ
れ

こ
れ

で
あ

る

こ
と
を

、
了

解
す

る
、

た
と
え

ば

、
見

る

の

で
あ

る
。
そ

れ

は
、
た

と
え

(
1
8
)

ば
人
が

判
断

も

で
き

る

た
ぐ

い
の
物

な

の
で
あ

る
」
。

で
は
な
ぜ

マ
ク
ダ

ウ

エ
ル
は
経
験

が

あ

る

一
定

の
概
念

的
内
容

を
持

つ

こ
と
を

強
調

す
る

の
だ

ろ
う

か
。
た

と
え

ば

デ
イ
ビ
ッ

ド

ソ
ン
に
よ

る
と

、

思
想

(心
)

と

客
観

的

実

在

性

(世

界

)
と

の
結

び

つ
き

は

せ

い
ぜ

い

「
因
果

的
」

で
あ

る

に
す

ぎ
ず

、

両
者

の

「理

性
的
」

な

結

び

つ
き

は

否

定

さ
れ

る
。

こ
れ

は
デ
イ

ビ
ッ

ド

ソ

ン
の

「整
合

主
義

(
C
o
h
e
r
e
n
t
i
s
m

)
」

を
表

現

し

て

い
る
。

し
た

が

っ
て
私

た
ち

の
概
念
は

、
た

ん

に
受

動
的

に

与

え
ら

れ
る

に
す
ぎ

な

い
経
験

か
ら

、
私

た

ち

の
知
性

の
枠

内

で
整
合

的

ヘーゲ ル哲学研 究 第13号2007
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に
形
成

さ
れ
、

ま
た

こ

の
経

験

に
基

づ

い
て
判
断

は

下
さ
れ

る
。

こ
れ
は

一
方

の
極

で
あ

る
。

他
方

で
私

た

ち
た

ち
は

、
ま

っ
た
く

無
媒

介

に
、
直
接

的

に
与

え
ら

れ

て
い
る
と
信

じ

込
ま

れ

て

い
る
も

の
に
訴
え

か

け
、

こ

の
直

接
的

に

「
与

え
ら

れ
た
も

の

(
T
h
e
 
G
i
v
e
n

)
」

と

し

て
の
経
験

か
ら

概
念

が
形

成

さ
れ

る
と

思

い
が
ち

で
あ

る
。

こ
れ

は
他
方

の
極

で
あ

る

。

私

た
ち

は

こ

の
両

極

の
問
を

つ
ね

に
さ
ま

よ

い
が
ち

で
あ

る

が
、
ま

さ

に

こ

の
よ
う

な
揺

れ
動

く

思
考
態

度

か
ら
脱

却
す

る

た
め

に
、

マ
ク
ダ
ウ

エ
ル
は
、
受

動

的

に
獲

得

さ
れ

る
経
験

が

、
す

で
に

、
能

動

的

に
形
成

さ

れ

る
概
念
的

内
容

を
持

つ
と
主
張

す

る

の
で
あ

る
。

と

こ

ろ
で
外

界

の
物

に

つ
い
て

の
経

験

が
、
感

性
を

通
じ

て
、

直
接

的

に
与
え

ら

れ

て

い
る
と
す

る
考
え

方
を

「所

与
性

の
神
話

(
t
h
e
 
M
y
t
h
 
t
h
e
 
G
i
v
e
n

)
」

と
し

て
批
判

し

た

の
が
セ

ラ
ー
ズ

で
あ

る
。

実
際

「所

与

性

の
神

話
」
を
批

判
す

る

こ
と

に
関
し

て
、
マ
ク

ダ
ウ

エ
ル
自

身

が
セ

ラ
ー

ズ

の

『経
験

論

と
心

の
哲
学

』

か
ら
影

響
を

受
け

た

こ
と
を

率
直

に
認

め

(
1
9
)
て

い
る
。

セ
ラ

ー
ズ

の

『経
験

論

と
心

の
哲
学
』

は
最
初

、

一
九
五

六
年

に
単
論

  

文
と

し

て
発

表

さ
れ

た
も

の

で
あ

る
。

こ

の
論
文

は
と

り
わ

け
、
ピ

ッ
ツ

バ

ー
グ
大
学

で
セ

ラ
ー
ズ

の
指
導

を
直

接
受

け
た

ブ

ラ

ン
ダ

ム

の
熱
心

な

紹

介
を

通

じ

て
広

く
知

ら

れ
る
よ
う

に
な
り

、
現
在

で
は
単
行

本

と
し

て

 れ
 

刊
行

さ
れ

て

い
る
。

日
本

に
お

い
て
も

、
分

析
哲

学
者

の
間

で

セ

ラ
ー
ズ

(
2
2
)
再
評
価

の
気

運

が
高
ま

っ
て
お
り

、
翻

訳
も

出
版

さ
れ

て

い
る
。

た
だ
し
こ
の
論
文
は

「所
与
性
の
神
話
」
だ
け
を
主
題
と
し
て
扱

っ
て

い
る
わ

け

で
は
な

く
、

セ

ラ
ー
ズ

が
生

涯
を

通

じ
て
取

り
組

ん
だ

テ

ー

マ

が

簡
潔

な
形

で
網

羅
さ

れ

て

い
る
。

そ
こ

で
こ

こ
で

は
「
所
与

性

の
神

話

」

批

判

に
限

っ
て
そ

の
要

点
を

紹
介

し

て
み
よ
う

。

セ
ラ
ー
ズ
に
よ
る
と
、
印
象
や
感
覚
や
感
情
と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る

「直
接
的
感
情
」
は
、
推
論
を
介
し
た
知
識
で
は
な
く
、
私
た
ち
の
外
に

実
在
す
る
物
理
的
対
象
の
直
接
的
な
現
れ
だ
と
考
え
ら
れ
が
ち
で
あ
る
。

そ
う
す
る
と
た
と
え
ば

「物
体
X
は
赤
く
て
丸
い
」

「物
体
X
は
彼
に
は
赤
く
て
丸
く
見
え
る
」

「赤
く
て
丸
い
物
体
X
が
存
在
し
て
い
る
よ
う
に
彼
に
は
見
え
る
」

と

い

っ
た
形

で
記

述
さ

れ
う

る
直

接
的

経
験

は
私

た
ち

に

い
わ
ば
私

的

に

与
え

ら

れ

て

い
る

に
す

ぎ
ず

、

し
た

が

っ
て
究

極

的

に
は
相

互

に
伝

達

不

可
能

と

い
う

こ
と

に
な

っ
て
し
ま

う
。

だ
が
経

験

を

こ

の
よ
う

に
直

接
的

だ
と
考
え

る
人

々
は
す

で
に
「
所
与

性

の
神
話

一に
陥

っ
て
し
ま

っ
て

い
る
。

こ
の
場
合
私
た
ち
は
物
体
X
が
私
た
ち
の
意
識
の
な
か
に
現
れ
る
仕
方

を

「報
告
」
し
て
い
る
の
だ
が
、
私
た
ち
が
物
体
X
に

「赤
い
」
や

「丸

い
」
な
ど
の
述
語
を
与
え
て
記
述
し
、
さ
ら
に
物
体
X
に
つ
い
て
の
こ
の

よ
う
な

「報
告
」
を
理
解
で
き
る
の
は
、
物
体

X
の
印
象

(あ
る
い
は
経

験
)
が
直
接
的
に
物
体
X
だ
か
ら
で
は
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、
内
的
エ

ピ
ソ
ー
ド
と
言
え
る
よ
う
な
私
た
ち
の
印
象

「物
体
X
は
赤
く
て
丸
い
よ

う
に
見
え
る
」
で
す
ら
、
私
た
ち
は
言
語
の
間
主
観
的
な
枠
組
み
を
介
し

て
は
じ
め
て
理
解
で
き
る
。
逆
に
言
え
ば
、
こ
の
枠
組
み
が
な
い
と
、
私

た
ち
は
意
識
に
現
れ
て
く
る
事
態
を
私
た
ち
自
身
に
報
告
す
る
こ
と
す
ら
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で
き
ず

、
ま

し

て
こ

の
報
告

を
理
解

す

る
こ
と

な
ど

で
き

な

い
の

で
あ
る

。

し

た
が

っ
て

「
内
的

エ
ピ

ソ
ー
ド
」

そ

れ
が

「
思
想

(
t
h
o
u
g
h
t
)

」

で
あ

れ
、

「印

象

(
i
m
p
r
e
s
s
i
o
n

)
」

で
あ

れ

に

関
係

す

る
概

念

は

本

  
 

質

的

に
問
主

観
的

で
あ

る
。

さ
ら

に
言
語

は
本
質

的

に
問

主
観
的

に
成

立

す

る
も

の
で
あ

り
、

問
主
観

的
な

コ
ン
テ
キ

ス
ト

の
な

か
で
学

習
さ

れ

る

が
、

こ

の
事

実

は
、
内

的

エ
ピ

ソ
ー
ド

の

「
私

的
性
」

と

両
立

し
う

る

の

で
あ

る
。

こ

こ
で
セ

ラ
ー
ズ

は

ヴ
ィ
ト

ゲ

ン
シ

ュ
タ
イ

ン

の
『哲

学
探

究
』

(
2
4
)

に
お

け
る

「
私
的

言
語

批
判
」

を
念

頭

に
置

い
て

い
る
。

以
上

の
議

論
を

セ

ラ
ー
ズ

は
も

っ
ぱ
ら

論
理

的
分
析

を

通
じ

て
展

開
し

て

い
る
。

こ

れ

に
対

し

て

マ
ク
ダ

ウ

エ
ル
は
、

「直

接

的
と

誤

っ
て
見

な

さ

れ

て

い
る
経
験

は
、

間
主
観

的

な
枠
組

み
を

あ
ら

か
じ

め
す

で

に
前

提

し
て

い
る
」

と

い
う

セ
ラ

ー
ズ

の
主

張
を

「
経
験

は
す

で
に
概
念

的
内

容

を

持

つ
」
と

い
う

主
張

へ
と
読

み
替

え
、

こ
う

し

て
セ

ラ
ー
ズ

の
議
論

を

形

而
上

学
的

方
向

へ
と

い

っ
き

ょ
に
押

し
上
げ

て
し

ま
う

の
で
あ

る
。

カ

ン
ト

の
問
題

設
定

か
ら
出

発

し

つ

つ
、

セ
ラ

ー
ズ

の

「
所
与

性

の
神

話
」

批

判

を

受

け

入

れ

る

こ
と

に

よ

っ
て
、

概

念

と

直

観

と

の
、
ま

た

「心

」
と

「世

界

」
と

の
相

互

関
係

を
大

胆

に
主

張
す

る
よ
う

に
な

っ
た

マ
ク

ダ
ウ

エ
ル
は
ピ

ッ
ツ

バ
ー
グ
大

学

に
お
け

る
同
僚

で
あ

る

ブ

ラ
ン
ダ

ム
の
影

響
を
受

け

て
、

へ
ー
ゲ

ル
の

『精
神

現
象

学
』

に
関

心
を

持

つ
よ

う

に

な

っ
た
。

『心

と
世

界
』

は

『精
神

現
象

学
』

読

解

の

た

め

の
序

説

 お
 

と
見

な

さ
れ

る

べ
き

だ
と

す
ら

マ
ク
ダ

ウ

エ
ル
は
公
言

す

る

の
で
あ

る
。

今

改

め

て

『心
と

世
界

』
を

読

み
返
し

て
み

る
と
、

こ

こ
で

つ
ね

に
念

頭

に
置

か
れ

、
議
論

の
中

心

に
あ

る

の
は
、

カ

ン
ト

で
あ
り

、

デ
イ
ビ

ッ

ド

ソ

ン
で
あ

り

、
ヴ

ィ
ト

ゲ

ン
シ

ュ
タ
イ

ン

で
あ
る
。

へ
ー
ゲ

ル
は
時

折

言
及

さ
れ

る

こ
と
は
あ

る
も

の
の
、

こ

の
言

及

が
議
論

の
展

開

に
必
要

不

可
欠

と
ま

で
は

言
え

な

い
よ
う

に
思
わ

れ

る
。
も

つ
と

も

マ
ク
ダ

ウ

エ
ル

が

『精

神

現
象
学

』
を

引
き

合

い
に
出

す

さ

い
に
、
ピ
ピ

ン

の

『
へ
ー

ゲ

(
2
6
)

ル
の
観

念
論

』

を
参

照
し

て

い
る
が
、

こ

の

こ
と

の
た

め

に
ピ

ピ

ン
の
名

が
知

ら
れ

る
よ
う

に
な

っ
た

こ
と

は
否

定

で
き
な

い
だ

ろ
う

(も

ち

ろ
ん

様

々
な
方
面

に

わ
た

る
ピ
ピ

ン
の
哲
学

的
関

心

が
多

く

の
読

者
を

惹
き

つ

け

て

い
る

こ
と

も
忘

れ

て
は
な
ら

な

い
の
だ

が
)
。

(
2
7
)
と
こ
ろ
で
ピ
ピ
ン
は
最
近

『
へ
ー
ゲ
ル
の
観
念
論
』
を
批
判
す
る
論
文

  

に
対
す

る
反

論
を

『
へ
ー

ゲ

ル
研
究

』

に
寄

稿
し

た
。

こ

の
論
文

の
な

か

で
ピ
ピ

ン
は
、
直
観

と

概
念

と

の
区
別

を
消

失
さ

せ

て
し
ま

っ
て

い
る
と

い
う

ヴ
ィ

ル
デ

ナ
ウ

ア
ー

の
批
判

に
答

え

る
た
め

に
、

マ
ク

ダ
ウ

エ
ル
の

思
想
を

考
慮

し

な
が
ら

、
ピ
ピ

ン
自

身

の
カ

ン
ト
解

釈

と

へ
ー
ゲ

ル
理
解

と
を
再

点
検

し

て

い
る
。

カ

ン
ト
と

ヘ
ー
ゲ

ル
は
概
念

と
直

観

と

の
関
係

を
異

な
る

仕
方

で
理
解

し

て

い
る
が

、

こ

の
違

い
が

両
者

の
観
念

論

の
捉
え

方

の
大

き
な
違

い
を

説

明

し
て
く

れ

る
と
、
ピ

ピ

ン
は
主

張

す

る
。
ま

さ
に

こ

の
主

張

こ
そ

が
  

ピ

ピ

ン

の

ヘ
ー

ゲ
ル
解
釈

に
お
け

る

「中

心

的
な
」
方
向

性
な

の
で
あ

る
。

そ

こ

で
ピ

ピ

ン
は
ま

ず
、

ご
く

手

短

に

で
は

あ

る
が
、

『純

粋

理
性

批

判
』

に
お
け

る

概
念

と
直

観

と

の
関

係

に

つ

い
て

の
叙

述
を

取

り
上

げ

、

カ

ン
ト
自
身

が
す

で
に
あ

る

一
定

の
仕

方

で
、
「
悟
性

が
感

性

を

規
定

す

る
」

こ
と

を
認

め

て

い
た
と
解
釈

す

る
。

し

た
が

っ
て

カ

ン
ト
自

身

の
主

張

で
は
な

い
の
だ

が
、

カ

ン
ト

の
精

神
を

生

か
し

つ
つ
、
公

式

的
な

カ

ン

ヘー ゲル哲 学研 究 第13号2007
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ト

の
観
念

論

の
主
張

を

へ
ー
ゲ

ル
的

な
方

向

へ
と
転

回

し

て

い
く

と
次

の

よ
う

に

な
る

。
「
多
様

な

も

の
は
す

で

に
概
念

的

に
明

確

に
さ

れ

て

い
る
。

概
念

は

世
界

に

つ

い
て

の
私

た
ち

の

『感

性
的

了
解

(
s
e
n
s
o
r
y
 
u
p
t
a
k
e

)
』

(
3
0
)

に
関
係

し

て

い
る
」
。

も
ち

ろ
ん

こ
こ

で

へ
ー

ゲ

ル
的
方

向
と

言
わ

れ

て

い
る

の
は
実
際

の
と

こ
ろ

マ
ク
ダ

ウ

エ
ル
的

方
向

で
あ

る

こ
と

は
明

白

で
あ

る
。
す

る

と
私

た

ち

が
知

り
た

い
の
は

や
は
り

、

マ
ク
ダ

ウ

エ
ル

の
思

想

が

へ
ー
ゲ

ル
哲

学

の
理
解

に
ど

の
よ
う

に
適
用

さ
れ
う

る

か
、
と

い
う

こ
と

で
あ

る

。
だ

が

こ

の
点

に
な

る
と
ピ

ピ

ン
の
叙
述

は
と

た

ん
に
歯
切

れ

が
悪
く

な

っ
て
し

ま
う

。

た
と
え

ば

『精

神
現

象
学
』

の

「緒

論
」

に
お
け

る

「懐

疑

主
義

」

の
問
題

を

、

「所

与

性

の
神

話
」

批
判

を

念
頭

に
置

き

つ
つ
、

再
検

討

し

(
3
1
)

て
み
る

こ
と

は
可
能

で
あ

ろ
う
。

さ
ら

に

「所

与
性

の
神

話
」

批

判
と

い

う

観
点

か

ら
、

「
感
覚

的

確

信
」
、
「
知

覚
」
、

「悟

性

」

の

テ
キ

ス
ト

を
読

み
直

す

と

い
う

の
は
、

セ

ラ
ー
ズ

や

マ
ク
ダ

ウ

エ
ル
と

へ
ー

ゲ

ル
と

の
接

点

を
見
出

す
手

が

か
り

と
な

る
か
も

し

れ
な

い
。

こ

の
よ
う

に
興
味

深

い
研

究

テ
ー

マ
が
示
唆

さ

れ

て

い
る

に
も

か
か

わ

ら
ず

、

こ

の
テ
ー

マ
は

さ
ら

に
追
究

さ

れ
る

こ
と
な

く
、

課
題

の
実

現

は

読
者

に
委

ね

ら
れ

て
し

ま
う

。
そ

し

て
こ
れ

が
研
究

の
現

状
と

言
え

る

の

か
も

し

れ
な

い
。
す

な

わ
ち

マ
ク
ダ

ウ

エ
ル
の
思
想

は
主

著

の
独
訳

な

ど

を
通

じ

て
、

ド
イ

ツ
人

研
究

者

の
間

で
も

か
な

り
浸

透
し

て
い
る

よ
う

で

あ

る
。

し
か

し

い
ざ

マ
ク
ダ

ウ

エ
ル
哲
学

と

へ
ー

ゲ

ル
哲

学
と

を
比

較

し

よ
う

と

な

る
と

、
両

者

の
接

点

を
見

つ
け

る
こ

と
は

難

し

い
。

『純

粋

理

性
批

判
』

の
問

題
設

定

に
依

拠
し

て

い
る
以
上

、

カ

ン
ト

哲
学

の
再

解
釈

に
マ
ク
ダ
ウ
エ
ル
の
思
想
が
い
か
に
貢
献
し
う
る
か
を
見
極
め
る
と
い
う

仕
事
が
か
な
り
の
成
果
を
期
待
で
き
る
の
と
は
、ま
さ
に
好
対
照
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
紹
介
者
は
こ
の
難
し
い
課
題
に
敢
え
て
取
り
組
も
う
と
す
る

読
者
の
出
現
を
望
み
つ
つ
、今
後
の
議
論
の
動
向
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
。

三

テ
リ

ー

・
ピ

ン
カ

ー

ド

(
3
2
)

『
へ
ー
ゲ
ル
の
精
神
現
象
学

理
性
の
社
会
性
』

最
後

に
本

節

で

は
、

テ
リ

ー

・
ピ

ン
カ
ー
ド

(
ノ
ー

ス
ウ

ェ
ス
タ

ン
大

学
)

の

へ
ー

ゲ

ル
研

究

の
紹
介

に
代

え

て
、
彼

の

一
九

九

四
年

の
著

作

『
へ
ー
ゲ

ル
の
精

神

現
象

学
―

理
性

の
社
会

性
』

の
内

容

を
簡

単

に
紹

介
す

る
。
ピ

ン
カ

ー
ド

は
二

〇
〇

〇
年

に
は

へ
ー
ゲ

ル
の
伝

記

(
H
e
g
e
l
:
A
 
B
i
o
g
r
a
p
h
y
,
C
a
m
b
r
i
d
g
e
 
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 
P
r
e
s
s

)

を
出

し

て

い
る
。
ま

た
現

在
は

『精
神

現
象

学
』

の
新
訳

に
取

り
組

ん

で
お
り

近

日
中

に
刊

行

予
定

と

の
こ
と

で
あ

る
。
ピ

ン
カ

ー
ド

の
仕
事

に

つ
い
て
は
、

へ
ー
ゲ

ル
哲
学

に

つ
い
て

一
般
読

者

に
も

わ

か
り

や
す

い
明
快

な
解

説
を
提

供

し

て

い
る

と

い
う

評
価

が
定

着

し

て

い
る
よ
う

で
あ
る
。

ピ

ン
カ
ー

ド

が
本

書

で
目

指

し

た

こ
と

は
、
な

に

よ
り

も

ま

ず
、

『精

神
現

象

学
』

に

つ

い
て

の
明

晰

で

一
貫

し

た
解

説

を

提

供

す

る

こ
と

で

あ

っ
た
と

思
わ

れ

る
。
本
書

の
目
的

は

、
細

か

い
注
釈

や
解

釈
を

提
供

す

る

こ
と

で
は

な

く
、

へ
ー

ゲ

ル

の
中

心

テ
ー

マ

・
思

考

の
軸

を

再

構

成

(
r
e
c
i
n
s
t
r
u
c
t
i
o
n

)

し
、

ま

た

へ

ー

ゲ

ル

の

後

の
体

系

が

ど

の

よ

う

に

『精

神

現
象

学
』

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
を

完

成

さ
せ

た

の
か
を

示

す

こ
と

で

あ
る
と

ピ

ン
カ

ー
ド

は
語

る
。

本
書

に

つ
い
て
の
書
評

が
揃

っ
て

『精

神
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現
象

学
』

の
難

解

さ

(
o
b
s
c
u
r
e

)
を

ピ

ン
カ

ー

ド

は
見

事

に
克

服

し

た

と
評
価

し

て

い
る

の
を

見

る
と

、

こ

の
課

題
は

一
定

の
水

準

で
達
成

さ

れ

て

い
る
と

見

て
良

い
の

で
あ
ろ
う

。

ピ

ン
カ
ー
ド
が

『精
神
現
象
学
』
の
難
解
な
叙
述
と
不
整
合
を
含
む
構

造
を
明
晰

一
貫
し
た
論
理
で
説
明
す
る
た
め
に
導
入
し
た
概
念
が
、
「社

会
空
間
」
(
s
o
c
i
a
l
 
a
p
a
c
e

)
で
あ
る
。
こ
れ
は
へ
ー
ゲ
ル
自
身
の
用
語
で

も
概
念
で
も
な
い
が
、
ピ
ン
カ
ー
ド
は
い
わ
ば

『精
神
現
象
学
』
と
い
う

未
完
成
の
パ
ズ
ル
の
隙
間
を
埋
め
る
ピ
ー
ス
が

「社
会
空
間
」
で
あ
る
と

確
信
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
『精
神
現
象
学
』
に
お
け
る
鍵
概
念
で
あ

る

「否
定
性
」
と
は
何
か
と
い
う
問
い
に
ピ
ン
カ
ー
ド
は

「社
会
空
間
」

と
い
う
概
念
で
答
え
る
。
意
識
の
諸
形
態

(す
な
わ
ち
精
神
の
諸
形
態
)

が
そ
れ
自
身
を
反
省
す
る
こ
と
を
、
否
定
性
と
し
て
の

「社
会
空
間
」
が

可
能
に
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
意
識
の
諸
形
態
の
「歴
史
」
が
可
能
と
な
る
。

さ
ら
に
そ
う
し
た

「意
識
」
と

「社
会
空
間
」
の
相
互
作
用
を
方
法
論
的

に
反
省
す
る
こ
と
で
、
精
神
の
諸
形
態
の
歴
史
と
し
て
学
を
把
握
す
る

『精
神
現
象
学
』
の
方
法
が
可
能
と
な
る
と
い
う
の
が
ピ
ン
カ
ー
ド
の
主

張
で
あ
る
。
彼
は

『精
神
現
象
学
』
の
各
章
の
叙
述
の
不
十
分
な
箇
所
や

各
章
間
の
接
続
の
不
整
合
を

「社
会
空
間
」
概
念
に
よ
っ
て
埋
め
、
読
者

が
安
心
し
て
読
み
進
め
る
こ
と
の
で
き
る
ス
ム
ー
ズ
な

『精
神
現
象
学
』

読
解
を
提
供
し
て
い
る
。

一
方
で
、
ピ
ン
カ
ー
ド
は

『精
神
現
象
学
』
の

難
解
な
箇
所
に
は
多
様
な
解
釈
が
存
在
す
る
こ
と
を
熟
知
し
て
お
り
、
研

究
者
か
ら
の
問
題
提
起
が
想
定
さ
れ
る
箇
所
に
は
詳
細
な
注
を
つ
け
て
先

行
研
究
や
他
の
思
想
家
と
の
連
関
な
ど
に
つ
い
て
豊
富
な
レ
フ
ァ
レ
ン
ス

を
提

供

し

て
い
る
。

本
稿
で
は
以
下
、
本
書
の
第

一
章
W
h
y
 
t
h
e
 
p
h
e
n
o
n
e
n
o
l
o
g
y
 
o
f
 
s
p
i
r
i
t
?

(な
ぜ

『精
神
現
象
学
』
な
の
か
?
)
に
お

い
て
、
ピ
ン
カ
ー
ド
が

『精

神
現
象
学
』
と
は
何
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
る
内
容
の
要

旨
を
紹
介
す
る
。
第
二
章
以
降
本
書
は

一
章
ご
と
に

『精
神
現
象
学
』
の

各
章
を
順
次
解
説
し
て
い
く
と
い
う
構
成
を
と

っ
て
い
る
。
ピ
ン
カ
ー
ド

は
、各
章
の
内
容
に
つ
い
て
お
お
む
ね
伝
統
的
な
解
釈
を
基
盤
と
し
つ
つ
、

そ
こ
に
現
代
的
な
評
価
を
加
え
る
際
や
ヘ
ー
ゲ
ル
の
叙
述
に
読
者
が
疑
問

に
感
じ
る
で
あ
ろ
う
点
を
解
説
す
る
際
な
ど
、
要
所
要
所
で
「社
会
空
間
」

概
念
に
よ
る
独
自
の
解
釈
を
挿
入
し
て
い
る
。
今
回
は
紙
幅
の
都
合
も
あ

り
、
ピ
ン
カ
ー
ド
の
各
章
解
釈
の
独
自
性
に

つ
い
て
の
詳
細
な
紹
介
と
評

価
は
別
の
機
会
に
譲
る
こ
と
と
し
た
い
。

第

一
章

の
中
核

で
あ
る
第

二
節

は

「
へ
ー

ゲ
リ

ア

ン

へ
の
助
走

」

(
p
.
3
-
1
7

)
と

題

さ
れ
、

こ
こ

で
ピ

ン
カ
ー

ド

は

『精

神

現
象

学
』

と

い
う
書

物

が

い
か
な

る
原
理

を
基
盤

と

し

て
書

か

れ
た

の
か
を

論
じ

る
。
認
識
論

、

懐

疑

主
義

、
意

識

の
諸

形
態

、
否

定
性

、
精

神

、
弁
証

法
、

歴
史

と

い

っ

た
重

要
概

念
を

「
社
会

空

間
」
と

い
う

鍵
概

念

の
挿
入

に
よ

っ
て

つ
な

ぎ

合

わ
せ

、

『精
神

現

象

学
』

の
方

法

を
明

快

に
抽

出

す

る
こ

と
が

試

み

ら

れ

て

い
る
。
最

初

に
ピ

ン
カ

ー
ド

は
、

『精

神

現
象

学
』

の
課

題

は

「認

識

論

」

(
t
h
e
o
r
 
o
f
 
k
n
o
w
l
e
d
g
e

)
=

学

問
論

で
あ

る
と

へ
ー

ゲ

ル
自

身

が

序

文

で
語

る
に
も

か
か

わ
ら

ず
、

こ

の
書

物

に
お

け

る
ト
ピ

ッ
ク

が
認
識

論

に
と
ど
ま

ら
ず

、
西
欧

社
会

の
精

神

、

カ

ン
ト

の
倫

理
学

、
宗
教

哲
学

に
ま

で
及

ぶ
こ
と

に
読
者

の
注
意

を
促

す
。

へ
ー
ゲ

ル
が
、
知

の
問

題
を

ヘーゲル哲学研究 第13号2007
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論
ず
る
の
に
ど
う
し
て
倫
理
や
宗
教
の
話
を
接
続
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
た
の
か
、
そ
れ
が
『精
神
現
象
学
』を
読
み
解
く
鍵
で
あ
る
と
ピ
ン
カ
ー

ド
は
言
う
。

へ
ー

ゲ

ル

の
問

題
意

識

で
は
、

「
認

識
論
」

は

近
世

哲

学

の
懐

疑

主
義

に
応

え

る
必

要

が
あ

っ
た
。

そ
も

そ
も

懐
疑

主

義

の
懐

疑

と

い
う

の
は
、

へ
ー
ゲ

ル

に
よ

れ
ば

(と

い
う

ピ

ン
カ
ー

ド

の
説

明

に
よ

れ

ば
)
、
自

己

意

識

の

「否

定
性

」

か
ら
生

じ

る
も

の

で
あ

る
。

否
定

性
と

は
自

分
自
身

に

つ
い
て
の
懐
疑

を
生

成

し
う

る
能
力

の
こ
と

で
あ
り

、
意

識

の
確

信

は

反

省

の
対
象

と
な

る
と

、

こ
う

し
た
自

己

へ
の
否
定

性

を
特
性

と

し

て
備

え

る
よ
う

に
な

り
、

つ
ま

り
自

己
意

識

の
対
象

と

な

り
、

「
学
」

と

は

こ

の
よ
う

な
意

識

の
確
信

の
根

拠
と

自
己

意
識

的
な

反
省

と

の
関
係

を
説

明

す

る
も

の
な

の
で

あ

る
。
自

己

意

識

と

は
、

比

喩

的

に
表

現

す

れ

ば

、

「社

会

空

間
」

に

お
け

る
、

あ

る

一
つ
の
地
位

へ
の
定

位

を
意

味

し

て

い

る
、
と

ピ

ン
カ

ー
ド

は
説
明

す

る
。

「社

会
空

間
」

と

は
、
わ

れ
わ

れ

が
、

あ

る
推

論

を
行
う

と
き

、
あ

る

い
は
あ

る
役

割
を

担
う

と
き

、
そ

こ

に
身

を

置

い
て

い
る
も

の
で
あ

る
。

そ
れ

は
あ

る
特
定

の
社
会

規
範

が

共
有

さ

れ
、

そ

の
規
範

を

基
準

に
諸
個

人

の
主

張

が

ぶ

つ
か
り

あ

い
吟

味

さ

れ
、

理

想

と
さ

れ
る

べ
き
行

動

の
型

や
責
任

を
引

き
受

け

る
こ
と

へ
の
期

待

が

交

差

し

て

い
る
空

間

で
あ

る
。

自

己
意

識
と

い
う

の
は
、

こ
う

し

た
社
会
空

間

に

よ

っ
て
媒

介

さ
れ

た

(す

な

わ

ち
推

理

さ

れ
た
)

構
造

を

も

っ
た

意

識

の
こ
と

で
あ

る
。

そ

し

て
、
自

己

意
識

的

な
主

体

の
あ

い
だ

に
相

互
承

認

が
あ

る

と

こ
ろ

で
は

、

わ

れ

わ

れ
は

へ
ー
ゲ

ル

が

「
精

神

」

(
G
e
i
s
t

)
と

呼

ぶ
関

係

を
持

っ
て

い

る
。
精
神
は
自
己
意
識
的
な
生
活
の
形
態
で
あ
る
。
比
喩
的
に
言
う
な
ら
、

「精
神
」
は
自
分
自
身
の
基
準
か
ら
見
て
自
身
が
十
分
満
足
す
べ
き
も
の

で
あ
る
か
ど
う
か
を
反
省
す
る
形
態
を
も
っ
た

「社
会
空
間
」
な
の
で
あ

る
。
社
会
空
間
に
お
い
て
そ
れ
ま
で
当
然
と
見
な
さ
れ
て
い
た
確
信
が
揺

ら
ぎ
懐
疑
が
生
じ
る
と
、
精
神
の
所
与
の
形
態
の
内
部
に
ジ
レ
ン
マ
が
生

じ
る
。
こ
れ
ま
で
確
信
し
て
き
た
も
の
が
本
当
に
信
頼
で
き
る
も
の
で
あ

る
か
ど
う
か
確
か
め
よ
う
と
す
る
活
動
が
生
じ
る
。
こ
う
し
た
確
認
の
実

践
は
悲
劇
や
宗
教
的
実
践
、
哲
学
的
反
省
、
あ
る
い
は
社
会
的
役
割
の
実

践
な
ど
多
様
な
形
態
を
と
る
。
こ
れ
ら
は
す

べ
て
精
神
の
諸
形
態
が
み
ず

か
ら
生
み
出
し
た
懐
疑
を
反
省
し
、
自
分
た
ち
の
実
践
が
整
合
し
た
も
の

で
あ
る
こ
と
、
「社
会
空
間
」
が
内
的
に
透
明
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
し

よ
う
と
す
る
活
動
な
の
で
あ
る
。

「弁
証
法
」
と
は
こ
の
よ
う
な
意
識
の
自
己
根
拠
づ
け
の
活
動
を
観
察

す
る
営
み
を
説
明
す
る
へ
ー
ゲ
ル
の
用
語
で
あ
る
。
弁
証
法
は
、
意
識

(生
活
)
の
諸
形
態
が
ど
の
よ
う
に
し
て
み
ず
か
ら
の
確
信
を
内
的
吟
味

に
よ
っ
て
変
形
し
て
い
く
の
か
を
見
る
。
回
顧
に
よ
っ
て
後
続
の
意
識
形

態
は
先
行
す
る
形
態
の
不
十
分
な
点
を
補
填
す
る
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ

る
。
自
己
意
識
の
歴
史
に
見
い
だ
さ
れ
る
必
然
性
は
、
因
果
的
な
必
然
性

で
は
な
く
、
推
論
の
も
つ
必
然
性
に
よ
り
近

い
。
『精
神
現
象
学
』
は
、
こ

の
弁
証
法
の
歴
史
叙
述
に
よ
っ
て
西
欧
の
共
同
体
が
自
分
た
ち
の
行
為
を

信
頼
で
き
る
確
実
な
も
の
と
し
て
確
信
し
て
き
た
経
緯
を
示
す
。

『精
神
現
象
学
』
が
認
識
論
で
始
ま
る
理
由
は
、
へ
ー
ゲ
ル
が
、
非
歴

史
的
な
叙
述
か
ら
歴
史
的
な
叙
述
が
必
然
的
に
生
ま
れ
る
こ
と
を
示
す
必
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要
が
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
非
歴
史
的
な
意
識
の
あ
り
方
が
自
己
腐
食

(
s
e
l
f
-
u
n
d
e
r
m
i
n
i
n
g

)
的
に
自
己
の
確
証
に
失
敗
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
歴

史
的
な
叙
述
が
必
然
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
意

識
の
形
態
は
す
べ
て
特
定
の
、
歴
史
に
埋
め
込
ま
れ
た
社
会
実
践
の
形
態

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。歴
史
的
な
反
省
の
文
脈
に
お
い
て
の
み
、

一
つ
の
意
識
の
形
態
は
先
行
の
形
態
の
不
十
分
な
点
を
補
正
す
る
も
の
と

し
て
自
己
を
理
解
し
、
自
己
腐
食
の
餌
食
に
な
ら
ず
に
自
己
の
目
的
を
理

解
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

西
欧
近
代
社
会
的
な
共
同
体
に
お
け
る
主
体
は
、
こ
の
よ
う
に
歴
史
的

に
自
己
を
把
握
す
る
知
の
理
論
を
採
用
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
近
代
の
社
会

は
、
自
己
を
正
当
化
す
る
信
念
を
た
と
え
ば
宗
教
に
依
存
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
こ
れ
が
近
代
社
会
の

「否
定
性
」
で
あ
り
、
へ
ー
ゲ
ル
の
少
し

前
の
思
想
家
た
ち
は
、
こ
れ
を
理
想
化
し
た
古
代
ギ
リ
シ
ア
と
対
照
し
て

批
判
的
に
理
解
し
て
い
た
。
近
代
社
会
の
生
活
形
態
を
受
容
す
る
に
は
、

そ
の
否
定
性
を
批
判
す
る
の
で
は
な
く
、
受
容
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
西

欧
精
神
の
弁
証
法
的
な
歴
史
理
解
が
必
要
と
さ
れ
る
。
近
代
社
会
は
自
ら

が
生
成
す
る
懐
疑
主
義
を

「自
己
を
完
成
さ
せ
て
い
く
懐
疑
主
義
」
(
s
e
l
f
-
c
o
n
s
u
m
m
a
t
i
n
g
 
a
k
e
p
t
i
c
i
s
m

)
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

『精
神
現
象
学
』
は
読
者
に
西
欧
の

「精
神
」
の
過
去
の

「意
識
の
諸

形
態
」
を
通
過
さ
せ
る
経
験
を
提
供
し
、
精
神
が
事
物
の
あ
る
べ
き
本
質

と
主
体
と
を
認
識
論
的
に
関
係
づ
け
て
き
た
方
法
を
示
し
て
い
く
。
こ
う

し
た

『精
神
現
象
学
』
の
方
法
は

『精
神
現
象
学
』
の
想
定
す
る
読
者

(西
欧
近
代
型
社
会
に
お
け
る
主
体
)
に
と

っ
て
選
択
で
き
る
よ
う
な
類

い

の
も

の
で
は
な

く
、

読
者

の
ア
イ

デ
ン

テ
ィ

テ
ィ

に
す

で
に
内

在

す

る

も

の
な

の

で
あ

る
。

『精

神

現

象

学
』

は

「
教

養

形

成

」

(
B
i
l
d
u
n
g

)
を

も

っ
て
読
者

に
奉

仕
し

、
読
者

が
自

身

の
生
活

形
態

に
お
け

る
出
来

事

の

必

然
性

を
受

容

し
、
ど

の
よ
う

な

オ

ル
タ

ナ
テ

ィ
ブ
な

形
態

が
可
能

で
あ

る

の
か
を

理

解
す

る
助

け

と

な

る
こ
と

を

意

図
し

て

い
る
。

『精

神

現
象

学
』

の
後

に
書

か

れ
た

「
ベ

ル
リ

ン
体

系
」

は

、

『精

神

現
象

学

』

で
試

み
ら
れ

た

プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
を

へ
ー

ゲ

ル
が

い
か

に
し

て
完
成

さ
せ

よ
う

と

し

た
か

を
示

し

て

い
る

。

こ

の

へ
ー
ゲ

ル

の
野
心
的

な

プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
を

再

構
成
す

る
こ
と
が
本
書

の
目
的

で
あ

る
と
ピ

ン
カ

ー
ド
は
述

べ
て

い
る
。

以
上
が
、
ピ
ン
カ
ー
ド
が

『精
神
現
象
学
』
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
、

ま
た
そ
れ
が
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
持
つ
重
要
性
に
つ
い
て
第

一
章
で
述
べ

て
い
る
こ
と
の
概
略
で
あ
る
。
「社
会
空
間
」
が

『精
神
現
象
学
』
の
叙

述
の
進
行
を
促
す

「否
定
性
」
の
源
泉
と
し
て
語
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
が

ピ
ン
カ
ー
ド
の

『精
神
現
象
学
』
解
釈
の
特
徴

で
あ
る
。
こ
の
手
法
は
確

か
に

『精
神
現
象
学
』
の
構
成
を
ス
ム
ー
ズ
に
解
説
す
る
た
め
の

一
つ
の

方
法
で
あ
ろ
う
。
読
者
に
よ
っ
て
は
、
社
会
空
間
が
否
定
性
を
生
み
出
す

の
で
は
な
く
否
定
性
が
社
会
空
間
を
生
み
出
す

の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑

問
に
襲
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
『精
神
現
象
学
』
を
後
の
体
系
の
観

点
か
ら
見
て
、
ま
た
今
日
の
読
者
に
も
理
解
し
や
す
い
明
瞭
さ
で

「再
構

築
」
(
r
e
c
o
n
s
t
r
u
c
t
i
o
n

)
す
る
こ
と

(脱
構
築
す
る
こ
と
で
は
な
く
)
が
本
書

の
目
的
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
点
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
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註

(1
)
 ア
メ
リ
カ
哲
学

の
歴
史

の
描
き
方
に

つ
い
て
は
見

解
が
分
か

れ
る
。

こ

こ

で
は
、
竹
尾
治

一
郎
、
冨

田
恭
彦

を
主
に
参
考

に
し
た
が
、
基

本
線

は

ロ
ー
テ
ィ
ー
に
基
づ
く
。

(2
)
 
“
E
p
i
s
t
e
m
o
l
o
g
i
a
”

に
掲
載
さ
れ
た
、

一
九
九
九
年
に
行
わ
れ
た
ブ
ラ
ン
ダ

ム
へ
の
イ

ン
タ
ビ

ュ
ー
参
照
。

(3
)
 
V
g
l
.
 
H
e
g
e
l
s
 
E
r
b
e
,
 
h
r
s
g
.
 
v
o
n
 
C
h
r
i
s
t
o
p
h
 
H
a
l
b
i
g
,
 
M
i
c
h
a
e
l
 
Q
u
a
n
t
e
 
a
n
d
 
L
u
d
w
i
g
 
S
i
e
p
.
 
S
u
h
r
k
a
m
p
 
V
e
r
l
a
g
.
 
2
0
0
4

こ
の
論
文
集

に
収
め
ら
れ
て
い

る
ブ
ラ

ン
ダ
ム

の
論
文
も
、
自
己
意
識

の
構

造
を
解
明
し
た

も

の
と
し

て
極
め
て
重
要
で
あ

る
が
、
紙
数

の
関
係
上
紹
介
で
き
な

い
。

(
4
)
 
T
a
l
e
s
 
o
f
 
t
h
e
 
M
i
g
h
t
y
 
D
e
a
d
 
:
 
H
i
s
t
o
r
i
c
a
l
 
E
s
s
a
y
s
 
i
n
 
t
h
e
 
M
e
t
a
p
h
y
s
i
c
s
 
o
f
 
I
n
t
e
n
t
i
o
n
a
l
i
t
y
.
 
H
a
r
v
a
r
d
 
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 
P
r
e
s
s
,
 
C
a
m
b
r
i
d
g
e
 
2
0
0
2

(
5
)
 『思
想

』
N
o
.
9
4
8二
〇

〇

三
年

四
月
号

。

(
6
)
 
J
a
r
o
s
l
a
v
 
P
e
r
e
g
r
i
n

に
よ

る
書

評
“
E
r
k
e
n
n
t
n
i
s
s
”
5
9
,
2
0
0
3
.

(
7
)
 
M
a
k
i
n
g
 
I
t
 
E
x
p
l
i
c
i
t
 
:
 
R
e
a
s
o
n
i
n
g
,
 
R
e
p
r
e
s
e
n
t
i
n
g
,
 
a
n
d
 
D
i
s
c
u
r
s
i
v
e
 
C
o
m
-
m
i
t
m
e
n
t
,
 
H
a
r
v
a
r
d
 
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 
P
r
e
s
s
 
(
C
a
m
b
r
i
d
g
e
)
 
1
9
9
4
.

本
報

告

が

こ

の

主
著

を

参

照

し

て

い
る

こ

と

は
言

う

ま

で
も

な

い
。

(
8
)
 
A
r
t
i
c
u
l
a
t
i
n
g
 
R
e
a
s
o
n
s
 
:
 
A
n
 
I
n
t
r
o
d
u
c
t
i
o
n
 
t
o
 
I
n
f
e
r
e
n
t
i
a
l
i
s
m
,
 
H
a
r
v
a
r
d
 
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 
P
r
e
s
s
,
 
2
0
0
0
 
p
p
.
 
1
-
3
5
.

(
9
)
 
i
b
i
d
.
,
 
p
p
.
 
1
-
2
.

(
1
0

)
 
i
b
i
d
.
,
 
p
.
 
3
5
.

(
1
1
)
 
i
b
i
d
.
,
 
p
.
 
3
2
.

(
12
)
 以

上

の
基

本

的

考

察

を

へ
ー

ゲ

ル
が

「精

神

現

象

学

」
を

執

筆

し

た

時

点

で
行

っ
て

い
た

、

と

ブ

ラ

ン

ダ

ム

は
考

え

て

い

る
。

註

2

の

イ

ン

タ

ビ

ュ
ー
参

照

。

(13
)
 
A
r
t
i
c
u
l
a
t
i
n
g
 
R
e
a
s
o
n
s
 
:
 
A
n
 
I
n
t
r
o
d
u
c
t
i
o
n
 
t
o
 
I
n
f
e
r
e
n
t
i
a
l
i
s
m
,
 
P
.
 
2
0
7
.

(14
)
 
R
o
b
e
r
t
 
B
.
 
P
i
p
p
i
n
 
:
 
H
e
g
e
l
'
s
 
I
d
e
a
l
i
s
m
,
 
C
a
m
b
r
i
d
g
e
 
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 
P
r
e
s
s
,
 
1
9
8
9
.

(
15
)
 
R
.
 
P
i
p
p
i
n
 
:
 
H
e
g
e
l
'
s
 
I
d
e
a
l
i
s
m
,
 
p
.
 
6
.

(
16
)
 
R
.
 
P
i
p
p
i
n
 
:
 
H
e
g
e
l
'
s
 
I
d
e
a
l
i
s
m
,
 
p
.
 
1
1
.

(
17
)
 
J
o
h
n
 
M
c
D
o
w
e
l
l
 
:
 
M
i
n
d
 
a
n
d
 
W
o
r
l
d
,
 
H
a
r
v
a
r
d
 
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 
P
r
e
s
s
,
 
1
9
9
4
.

(
18
)
 
J
.
 
M
c
D
o
w
e
l
l
 
:
 
M
i
n
d
 
a
n
d
 
W
o
r
l
d
,
 
p
.
 
9
.

(
19
)
 
S
e
e
,
 
J
.
 
M
c
D
o
w
e
l
l
 
:
 
M
i
n
d
 
a
n
d
 
W
o
r
l
d
,
 
p
.
 
i
x
.

(
20
)
 
W
i
l
f
r
i
d
 
S
e
l
l
a
r
s
 
:
 
E
m
p
i
r
i
c
i
s
m
 
a
n
d
 
t
h
e
 
P
h
i
l
o
s
o
p
h
y
 
o
f
 
M
i
n
d
,
 
i
n
 
:
 
M
i
n
-
n
e
s
o
t
a
 
S
t
u
d
i
e
s
 
i
n
 
t
h
e
 
P
h
i
l
o
s
o
p
h
y
 
o
f
 
S
c
i
e
n
c
e
,
 
v
o
l
.
 
1
.
 
e
d
.
 
H
e
r
b
e
r
t
 
F
e
i
g
l
 
a
n
d
 
M
i
c
h
a
e
l
 
S
c
r
i
v
e
n
,
 
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 
o
f
 
M
i
n
n
e
s
o
t
a
 
P
r
e
s
s
s
 
1
9
5
6
.

(
21
)
 
W
.
 
S
e
l
l
a
r
s
 
:
 
E
m
p
i
r
i
c
i
s
m
 
a
n
d
 
t
h
e
 
P
h
i
l
o
s
o
p
h
y
 
o
f
 
M
i
n
d
,
 
w
i
t
h
 
a
n
 
I
n
t
r
o
-
d
u
c
t
i
o
n
 
b
y
 
R
i
c
h
a
r
d
 
R
o
r
t
y
,
 
a
n
d
 
a
 
s
t
u
d
y
 
g
u
i
d
e
 
b
y
 
R
o
b
e
r
t
 
B
r
a
n
d
o
m
,
 
H
a
r
v
a
r
d
 
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 
P
r
e
s
s
 
1
9
9
7
.

(
22
)
 ウ

ィ

ル

フ

リ

ド

・
セ

ラ

ー

ズ

著

、

浜

野

研

三

訳

、

『経

験

論

と

心

の

哲

学
』
、
岩

波

書

店

、

二
〇

〇

六

年

。

(
23
)
 『経

験
論

と

心

の
哲

学

』
、

五

九
節

と

六

二
節

、

参

照
。

(24
)
 『経
験

論

と

心

の
哲

学

』
、

五

九
節

、
参

照

。
(
2
5
)
 
S
e
e
,
 
J
.
 
M
c
D
o
w
e
l
l
 
:
 
M
i
n
d
 
a
n
d
 
W
o
r
l
d
,
 
p
.
i
x
.

(2
6)
 
S
e
e
,
 
J
.
 
M
c
D
o
w
e
l
l
 
:
 
M
i
n
d
 
a
n
d
 
W
o
r
l
d
,
 
p
.
 
4
4
,
 
n
o
t
e
 
1
9
.

(2
7)
 
M
i
r
i
a
m
 
W
i
l
d
e
n
a
u
e
r
 
:
 
T
h
e
 
E
p
i
s
t
e
m
i
c
 
R
o
l
e
 
o
f
 
I
n
t
u
i
t
i
o
n
s
 
a
n
d
 
t
h
e
i
r
 
f
o
r
m
s
 
i
n
 
H
e
g
e
l
'
s
 
P
h
i
l
o
s
o
p
h
y
,
 
i
n
 
:
 
H
e
g
e
l
-
S
t
u
d
i
e
n
,
 
B
d
.
 
3
8
 
(
2
0
0
3
)
,
 
S
.
 
8
3
-
1
0
4
.

(28
)
 
R
o
b
e
r
t
 
P
i
p
p
i
n
 
:
 
C
o
n
c
e
p
t
 
a
n
d
 
I
n
t
u
i
t
i
o
n
.
 
O
n
 
D
i
s
t
i
n
g
u
i
s
h
a
b
i
l
i
t
y
 
a
n
d
 
S
e
p
a
r
a
b
i
l
i
t
y
,
 
i
n
 
:
 
H
e
g
e
l
-
S
t
u
d
i
e
n
,
 
B
d
.
 
3
9
/
4
0
 
(
2
0
0
4
/
2
0
0
5
)
,
 
S
.
 
2
5
-
3
9
.

(29
)
 
R
.
 
P
i
p
p
i
n
 
:
 
C
o
n
c
e
p
t
 
a
n
d
 
I
n
t
u
i
t
i
o
n
,
 
S
.
 
3
1
.

(
30
)
 
I
 
R
.
 
P
i
p
p
i
n
 
:
 
C
o
n
c
e
p
t
 
a
n
d
 
I
n
t
u
i
t
i
o
n
,
 
S
.
 
3
4
.

(
31
)
 
S
e
e
,
 
R
.
 
P
i
p
p
i
n
 
:
 
C
o
n
c
e
p
t
 
a
n
d
 
I
n
t
u
i
t
i
o
n
,
 
S
.
 
3
6
.

(
32
)
 
T
e
r
r
y
 
P
i
n
k
a
r
d
 
:
 
H
e
g
e
l
'
s
 
P
h
e
n
o
m
e
n
o
l
o
g
y
 
:
 
T
h
e
 
S
o
c
i
a
l
i
t
y
 
o
f
 
R
e
a
s
o
n
.
 
C
a
m
b
r
i
d
g
e
 
U
n
i
v
e
 
r
s
i
t
y
 
P
r
e
s
s
 
1
9
9
4
 
(
P
a
p
e
r
b
a
c
k
 
e
d
i
t
i
o
n
 
1
9
9
6
)
.

(と

く

ま

す

た

か

し

・
鎌

倉

女

子

大

学

)

(し

ぶ

や

し

げ

あ

き

・
東

京

富

士

大

学

)

(
の

じ

り

え

い

い
ち

・
早

稲

田

大

学

)


